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気象庁 

 
 
 
 
 国立研究開発法人防災科学技術研究所、北海道大学、弘前大学、東北大学、東京大学、

名古屋大学、京都大学、高知大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開発法人産業技術総

合研究所、国土地理院、国立研究開発法人海洋研究開発機構、青森県、東京都、静岡県、

神奈川県温泉地学研究所及び気象庁のデータを用いて作成している。 
また、2016 年熊本地震合同観測グループのオンライン臨時観測点（河原、熊野座）、米国

大学間地震学研究連合（IRIS）の観測点（台北、玉峰、寧安橋、玉里、台東）のデータを

用いて作成している。 

 
 以下の資料は暫定であり、後日の調査で変更されることがあります。 
 



























９月４日以降の静岡県中部の地震活動 

震央分布図 
（1997年10月１日～2017年９月19日、 

M≧1.0、深さ０～20km） 
灰：1997年10月1日～2016年1月31日 
黒：2016年2月1日～2017年9月3日 

赤：2017年9月4日～9月6日 
青：2017年9月7日以降 

茶色の細線は地震調査研究推進本部の長期評価
による活断層を示す。 
点線は、東海地震の想定震源域を示す。 

領域a内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

 9月4日07時38分に静岡県中部の深さ13kmでM3.5の
地震（最大震度１）が発生した。その後、ほぼ同じ場所で、
4日07時38分にM3.1の地震（M3.5の地震とほぼ同時刻
に発生したため震度を分離できない）、7日00時48分に
M2.9の地震（最大震度1）が発生するなど、4日から9日
頃にかけてややまとまった地震活動となった。これらの
地震は、地殻内で発生した。発震機構は、西北西－東
南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型である。 

 今回の地震の震源付近（領域a内）では、2016年2月か
ら4月頃にかけてまとまった活動となり、2016年4月4日に
はM3.4の地震（最大震度1）が発生した。今回の地震活
動も、2016年2月から4月の活動とほぼ同じ場所で発生
した。 

なお、ひずみ計には特段の変化は現れていない。 

気象庁作成 

今回の地震活動 

a 
2016年2月1日～2017年9月14日 

（M≧0.5） 

2017年9月4日～19日（M全て） 

領域a内のＭ－Ｔ図 
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気象庁作成 

今回の地震 

b 

領域a内の震央分布図 
（2016年2月1日～2017年9月19日、深さ0～20km、M全て） 

黒：2016年2月1日～2017年9月3日、赤：2017年9月4日～9月6日、青：2017年9月7日以降 

 2016年  2017年 

領域b内の断面図（南北投影） 

北          南 

領域b内の時空間分布図（東西投影） 

西 

東 

今回の地震 

今回の地震 
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